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はじめに
「なぜ、日本は国際協力（国際貢献、経済協力）をするのですか？なぜ、しなければいけないのですか？日本の国内の経済状況がこんなに厳しいのに、海外の国々に援助の手を差しのべる必要があるのですか？　もう十分ではないのですか？」
・・・よく耳にする質問である。これに対し、次のような説明がなされる。
“豊かな先進国の義務として、人道的な配慮から”　　“我が国の総合安全保障の一環として、国際社会の安定は我が国の国益に合致するから”　　“途上国の経済発展により、安定した市
場と投資先の確保が可能になるから”　　・・・いずれも正しい答えである。

しかし、別の観点から考えてみたい。歴史を振り返って見ると、日本ほど、国際社会で世界の国々からお世話になった国はない。日本がいまや経済大国として、世界の国々に、国際機関に恩返しができる国になってきたのは、我々の先達の努力の賜物であることは言うまでもないが、そこには世界の国々の善意、国際機関の支援があったからこそであることを忘れてはなるまい。日本がこれまで国際社会でお世話になった歴史の中のエピソ－ドから、“ちょっといい話”をいくつか拾い上げ、ここに紹介してみたい。
第一話　関東大震災はニューヨーク・タイムズ紙のトップ・ニュース　

その１： アメリカ大統領の陣頭指揮で

自然災害は世界各地で、絶え間なく起こっている。それに加えて人為的な災害としての戦争、内戦も起こっている。　日本には、他の先進国同様に、国際緊急援助隊があり、消防、警察といった政府の職員の他に、医師、看護婦など民間からも登録がなされ、幅広く国民が参加して国際貢献の一翼を担うようになってきていることは喜ばしい。
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　そしてこれまでも世界各地で起こっている地震など自然災害では、この日本からの援助隊が活躍し、大いに感謝されているのである。
　今を去る70余年前、1923年9月に起こった関東大震災では、日本に世界の多くの国々から援助の手が差しのべられたのである。その中でも、その迅速さといい、その規模といい、抜きんでていたのがアメリカからの支援であった。その時の様子を同年9月5日付ニューヨーク・タイムズ紙は一面トップで詳細に報じている。　「〈大見出し〉日本で30終万人死亡、地震は収まらず、しかし炎は下火、アメリカは日本救援に数百万ドルを募金。〈本文〉 大統領の行政命令により、フィリピンのマニラに寄港中のアメリカ艦隊は救援物資を満載し日本救援のため横浜へ急行,ク－リッジ大統領は政府の陣頭にたって救援活動を指揮、アメリカ赤十字総裁と協議し、市民に500万ドルの募金を要請。その結果予定を大きく上回り、525万ドルに達す。」
　この日本救援活動は、ハ－ディング大統領死去により、副大統領から大統領に昇格してわずか1カ月後の、ク－リッジ大統領の初の重大外交案件であった。アメリカは官民挙げて自発的に（つまりボランタリーとして）日本の救援のために行動してくれたのである。　この発想が国際協力における民間の個人としてのボランティア活動や組織化されたボランティア（ＮＧＯ）の活動へと結び付いてくるのである。ボランティア先進国と言われるアメリカの官民挙げての、日本にとってはまことに有難い救援活動であった。
その２：遠い国クロアチア、セルビアなどからも救援物資 
関東大震災の際は、アメリカをはじめ多くの国から義援金、救援物資、救助隊などが続々と日本に送られてきた。先進工業国は言うに及ばず、中国、タイ、キューバなど現在開発途上国と言われる国々からも心のこもった支援を受けた。その数は５０数ケ国にのぼり、当時、世界に存在した全ての独立国５７カ国のほとんどの国々が救援の手を差しのべてくれた。
　その中に、現在国際的に注目を浴びている旧ユーゴのクロアチア、セルビア、スロベニアの名前があった。当時独立国であったこれらの国々は、日本からは遥か遠い東欧に位置しながらも、東アジアの島国に起こった未曾有の大災害を見過ごすことなく、救援物資や義援金を送ってくれたのである。　現在このような国々が傷つき苦しんでいるのを知りながら、“日本はアジアの国、東欧の国への支援は西欧など近隣諸国に任せておけばよい”などと、仮にでも思うことがあったとすれば、それは国際社会の一員としてははずかしい事ではないだろうか。
第二話　戦後の灰燼からの脱却 
その１：ガリオア・エロア資金なかりせば 
世界大戦直後の日本は、まさに灰燼の中にあった。その混乱と疲弊から立ち直り、経済大国への道を歩む上で、アメリカからの資金援助である「ガリオア・エロア資金」（注）の果たした役割は計り知れないものがあった。
1946年から51年にかけて、約6年間にわたり日本が受けたガリオア・エロア援助の総額は、
約18億ドルであり、そのうちの13億ドルは無償援助（贈与）であった。現在の価値に換算すれば、約12兆円（無償は9.5兆円）となる膨大な 援助であった。この援助がなければ日本の復興は考えられなかったのである。日本が現在、１年間に1兆5000億円のＯＤＡで世界の約160カ国を支援していることと比較すると、アメリカが日本1国に対し援助した今の価値で12兆円（1年では2兆円）がいかに多額な援助であったかが理解できよう。日本はこのような援助を受けながら成長を遂げて、援助される立場を卒業し、そして援助する側になり、アメリカを凌ぐ世界一の援助国になったことは、世界的にみても極めてユニークなケースなのである。そして早くも1954年には、コロンボ・プランに加盟し、援助する側の一員として南アジアや東南アジアの国々への支援を開始することになったのである。
（注） ガリオア資金：第二次世界大戦後の米政府による占領地域救済政府基金（ＧＡＲＩＯＡ：Government and Relief in Occupied Areas）,エロア資金：占領地経済復興資金（ＥＲＯＡ：Economic Rehabilitation in Occupied Areas）、ガリオア資金は米国軍事予算の一部を使って、旧敵国を支援するために設立されたものである。
その２：世界銀行への恩返し

わずか数年前の1990年7月、日本はついに開発途上国を“卒業”した、と言ったら驚く人が多いに違いない。戦後間もない1953年から導入されはじめた世界銀行（国際復興開発銀行）からの低金利の融資は合計8億6,000万ドル（当時の日本円では3,200億円、現在の額に換算すれば約6兆円）に達し、インドに次ぎ2番目の大きな金額であった。つまり日本は世界でもっともお世話になった被援助大国の一つであったのである。
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　当時の日本の経済力はアメリカのわずか数％に過ぎず、正に、開発途上国そのものであった。日本はその資金を、東海道新幹線や東名高速道路、そして黒四ダム、愛知用水といった日本のもっとも必要とした経済発展のインフラ（経済基盤）整備に使い、その結果、日本は驚異的な発展を遂げたのである。日本は毎年着実に世銀ローンを返し続け、90年7月、全ての借金の返済を終了した。借りたお金を有効に使い経済大国へと発展し、アメリカと並ぶ最大の拠出国となった日本は、世銀の目から見て、最も優れた模範生であった。お世話になった世界銀行、そして世銀に拠出金を出してくれていた当時の先進諸国への恩は忘れないようにしたいものである。
その３：国際ＮＧＯからの大きな贈物
現在50歳以上の人々はおそらく“ララ物資”と“ケア物資”を記憶しておられるのではなかろうか。戦後、食料品や医薬品そして日用品など、いろいろ不足していた時代に、腹を空かせ病に苦しむ日本の子供たちをはじめ多くの人々を救ってくれた救援物資である。
まず、“ララ物資”である。
英語でＬＡＲＡ（Licensed Agencies for Relief of Asia：公認アジア救済連盟）という。　戦後、日本を救済するために、アメリカはもとより、カナダ、中南米の各地から集まった資金や物資を一括し対日救援物資として送り出す窓口として、1946年6月に一本化された組織が、この「ララ：ＬＡＲＡ」であった。そして同年11月、アメリカの有力ＮＧＯの協力を得て、輸送を開始し、全てのララ物資は無事横浜港に到着したのである。（なお、この「ララ」の設立と活動のかげには、カリフォルニア在住の日系アメリカ人の浅野七之介氏の献身的な努力があったという。また、多数の国にまたがり、多くの民間人、民間団体からの資金や物資の提供であったため、その救援総額は不明であるが、膨大な額であったと思われる。）
次に“ケア物資”である。
1945年の終戦直後、戦後のヨ－ロッパを救済するために、アメリカで設立されたＮＧＯの一つに「ケア」（ＣＡＲＥ：Cooperative for Assistance and Relief Everywhere）があった。「ケア」は1948年にヨ－ロッパ以外ではじめて日本に事務所を開設し、救援活動を開始した。1948年から55年にかけて、日本に送られてきた「ケア物資」は金額にして5000万ドル（当時では180億円、現在の貨幣価値に換算すれば約4000億円）に達した。　その内容は、食料品、菓子、コーヒー、紅茶、砂糖、および石鹸など日用品も含め多岐にわたるものであった。このケア物資によって助けられた日本人は小中学生をはじめ1,500万人に上った。戦後の絶望的な混乱期に多くの日本人に夢と希望を与えてくれた多くの諸国の民間人、ボランティア団体（ＮＧＯ）の善意と友情を忘れないようにしたいのである。
戦後、日本は多くの国際NGOに助けられた：写真提供（財・ケアジャパン）
                    
その４: 「ユニセフ」さん、有難う
戦後の日本の衛生状態、食糧事情は悪かった。多くの子供たちは栄養失調と病気に苦しんでいた。その子供たちを救済してくれた国連機関があった。　「ユニセフ」である。
　「ユニセフ」（ＵＮＩＣＥＦ、国連児童基金）は、自然災害や戦争などにより被害を受け、伝染病や栄養失調に苦しむ子供たちを救済するために設けられた国連機関（現在約140カ国を支援）である。
　「ユニセフ」は、日本の子供たちのために、約65億円（現在の貨幣価値として約1,300億円）の資金を提供してくれたのである。（ちなみに最近の日本の対ユニセフ拠出状況は、全拠出国の内の拠出比率は約8％で第4位、30億円（ＯＤＡカウント）である。）現在、日本の黒柳徹子さんがユニセフ親善大使として世界の途上国の子供たちを救済するために募金活動をされたり、ルワンダ、カンボジアなどの現地を訪問し大活躍されておられる。頭の下がる思いである。　「ユニセフ」のさらなる発展を祈りたい。
その５： 太平洋を渡った留学生
日本が物資不足、食糧不足に悩み苦しんでいた戦後まもない頃に、将来の日本を考え、人材育成のために、若人に大きな夢と希望を与えてくれた制度がある。フルブライト留学制度である。
　終戦直後の1946年、フルブライト米上院議員の提唱で始まったこの制度によって、世界百数十カ国からこれまでに20万人以上の学生や研究者がアメリカへ渡った。日本でも1952年にスタート、これまでに約6,500人の人々がこの制度によりアメリカ留学をはたしたのである。この人達はフルブライタ－と呼ばれ、戦後の日本の財界、政界、官界および教育界で活躍し、日本の発展に大いに寄与したのである。また、高校生レベルでは、アメリカン・フィールド・サービス（ＡＦＳ）留学制度により、多くの高校生がアメリカに渡り、現地の高校でアメリカ人学生と一緒に学び、ホームステイをして多くの友人を作り、将来の日本を担う社会人へと育っていったのである。
　「物」だけでなく、「心」についても気配りをしてくれたアメリカの多くの市民に対する感謝の気持ちは忘れてはならないであろう。
第三話　阪神・淡路大震災、頑張りました、日本や世界のボランティア 
その１：モンゴル副首相が特別機で
1995年1月22日、夕刻せまる関西空港に、一機の大型旅客機が着陸した。降り立った人物は、モンゴル国プレブドルジ副首相である。日本とモンゴルの間には定期航空路はない。同副首相は特別機を仕立てて、5時間かけて日本にやってきた。同年1月17日に起こった未曾有の阪神大震災は、モンゴルでも重大ニュースとして報道され、大きなショックを全国民に与えた。その中にプレブドルジ副首相もいたのである。国家非常事態管理担当相を兼務する同副首相にとっては、この大震災はひとごとではなかった。モンゴル政府は21日朝、臨時閣議を開き、救援物資を送ることを決めたが、ただ送るということではなく、一刻も早く届けようとしたのだ。毛布2100枚、手袋500組その他を直ちに政府特別機に積み込み、同副首相は国民を代表して見舞いにやってきてくれた。　１月の気温が氷点下50度近くになるこの国の人々にとっては、寒さに震える日本の被災者の気持ちがよく分かったのであろう。・・・・日本とモンゴルの間の友好関係は長い歴史がある。モンゴル国は、以前はモンゴル人民共和国と称し、長きにわたりソビエト連邦の衛星国の一つとして、ソ連共産党の指導下に入っていたが、その時代でさえ、モンゴルは日本に極めて好意的な国家として、経済交流面、文化交流面などで緊密な間柄を保っていた。そのことにソ連政府が不快感を示しても、モンゴル政府は、“血の繋がりは、共産主義の教義よりも強し”としてこれを無視してきたのである・・・・。
　ソ連崩壊後、自由主義国家を目指し、市場経済への道を歩み始めたモンゴルに対し、日本は同国にとっての最大の援助国として全面的に支援してきており、同国は日本の長きにわたる援助を多とし、感謝の気持ちを込めて救援に駆けつけてくれたのであろう。関西空港で出迎えた外務省幹部が感謝の意を表明するとともに、長旅を労って、休息していただこうとしたが、“長居をしてご迷惑を掛けたくない”と、僅か90分だけの日本滞在で機上の人となった。
　日本では“困った時の友が真の友”と云うが、モンゴルにも“困難に直面する時こそ、友人の価値が分かる”と云う諺があるという。小さな国からの大きな贈り物であった。
その２：スラム街からの贈り物
阪神淡路大震災の際、日本全土から救援に駆けつけた一般市民や学生、企業人などの総数は、延べ130万人に達したと云われている。日本ではボランティアは育たない、日本人はボランティア活動には関心がない、などと云われてきたが、実際には多くの人々が被災者の救援に大活躍したのである。さらに、義援金も各地から送られてきたが、その額は約2000億円に達し、これまでの災害での最多の金額であったそうである。
 ところで,この大震災の際、本来海外で救援活動を使命としていた日本のボランティア団体（ＮＧＯ）が急遽現地に駆けつけ、長年蓄積したノウハウを生かして迅速な救助活動を行い、大きな成果を挙げ、感謝された。これらのＮＧＯの中に、アジアの途上国のスラム地区で長年に亘り、子供達への識字教育、男性達への技術指導、女性達への裁縫技術指導を行ってきた団体があった。
そして、この大震災が起こってまもなく、その団体宛に、スラム地区の住民達から一通の手紙と義援金が送られてきた。　“私達はこれまで日本のボランテイアの皆さんから親身の援助を受けてきた。今度の大震災のニュースを聞いて、いても立ってもいられず、これまでの恩返しの気持ちから住民みんなで募金活動をした。一人当り5円～10円相当の募金をしてくれて、その総額は100万円を超えた。この金額は日本人にとっては小さなものかもしれないが、これまでの厚情へのお礼を込めて、我々住民すべての気持ちであるので、お見舞金として被災者の方々にお渡ししたい”と。
その３：アフリカの研修生からも心を込めて
日本には現在、政府あるいは自治体の招聘する研修生や留学生が多数学んでいる。技術を習得し、友人を作り、良き思い出を持って帰国していただきたいものである。
　さて、阪神淡路大震災の際、世界各国から救援物資や義援金が送られてきたが、その中に日本で学び帰国した元研修生からのものもあった。アフリカのＫ国から来日し、10カ月の技術研修を終えて、帰国したＡさんが滞日中の思い出に浸っていた矢先に、飛び込んできたのが阪神大震災のニュースであった。ショックな悲しいニュースであった。Ａさんは、滞日中に訪れたことのある神戸の夜景を思い浮かべ、研修中お世話になった日本の友人達を気遣いながら、早速手紙を書き、10ドル紙幣を義援金として同封し、在Ｋ国の日本大使館に送付した。Ａさんにとって10ドルは月給の半分にあたる大金であるが、実りある研修時代に親身になって世話をしてくれた日本の人々への感謝を込めて日本の被災者のために送ってくれたのである。アフリカばかりでなく、中南米からも、アジアの国々からも、同様の義援金が送られてきた。いずれもその人の月給あるいはそれに近い多額な義援金であった。多くの研修生の方々が良い思い出を持って帰国されたのだと知り、心温まる気持ちになるのである。
第四話 歴史に学ぶ
その１：遣唐使と留学生
日本政府はいろいろな招聘制度によって、途上国からの留学生や研究員、そして研修生を国費で招き、研究・研修の機会を与えている。勿論アジアの国々からの人々が多数を占める。
ところで、日本は現在、先進工業国として多くの途上国に教育支援を行っているが、いつでも支援する側であった訳ではない。西暦609年、聖徳太子の時代に、はじめて小野妹子を大使とする第一回目の遣隋使が中国大陸（隋）に派遣された。後の630年、こんどは舒明天皇によって、犬上御田鍬を大使とする第１回目の遣唐使が派遣された。大陸は既に唐大帝国の時代になっていた。以後15回、894年まで260余年の長きに亘り、遣唐使が派遣されたのである。遣唐使一行は4隻の船に、外交使節の他、水夫、修理のための大工、そして医師、音楽隊が乗船していたが、実は他に多数の留学生、留学僧が乗船しており、その総数は約600人の大編成であった。15回の派遣により、約1万人が渡唐し、医学、化学、建築学など諸々の文化と学問を修め帰国し、文化国家日本の建設の礎となったのである。唐の国はその勃興（618年）から滅亡（907年）までの290年間のほとんどの期間の260余年、日本の留学生を引き受け、学問を授け、面倒を見続けてくれた。唐の国の恩義を忘れてはいけないのである。
その２：カルタゴの滅亡
今から2000年以上の昔、北アフリカ沿岸都市国家の一つで、地中海世界で有数な国家として栄えていたカルタゴは、紀元前200年頃、軍事大国ローマと第2次ポエニ戦争を戦い敗れて無条件降伏した。その時の講和条約の内容は次のとおりであった。
 　(1) 独立は認めるが、本国以外の海外領土は全て放棄すること、
 　(2) 専守防衛に限り自衛軍の存続を認めるが海外派兵は認めない、
 　(3) カルタゴ駐留のローマ軍の経費は全てカルタゴが負担すること、
 　(4) 賠償金を支払うこと、等である。
 戦後、カルタゴは経済活動のみに専念し、奇跡の経済復興を成し遂げた。勝ったローマの方は表面的には華やいでいたものの、勝者としての国際的責任と義務をかかえこみ、逆に財政赤字に苦しむ国家となっていった。発展をつづけるカルタゴを苦々しい思いでみていたのはローマの元老院（議会）ばかりでなく、他の地中海諸国も同様であった。このままの状態がつづけば、世界の富は全てカルタゴに支配されてしまうと恐れをいだいた軍事大国ローマは、いろいろな無理難題をカルタゴにおしつけ、それを拒否したカルタゴに一方的に宣戦を布告し大軍を送った。カルタゴは、仲介をたのむ国もなく、孤立無援の戦いをつづけ、紀元前145年、ついに全国民玉砕し、カルタゴは地球上から完全に抹殺されてしまったのである。カルタゴは、ローマとの関係を重視し、約束を守り、友好関係をつづけてきたつもりでいたにもかかわらず、ローマ国内にカルタゴに対する嫉妬、憎しみ、いらだちが充ちあふれていたことに気づかなかった。既にローマの属国となっていたギリシアは、そのヘレニズム文明がローマ人に敬意をもって受け入れられていたために、国家としても安泰であった。カルタゴには、ローマが敬意を払うような文化もなく、十分な軍事力もなく、また、外交の稚拙さゆえに友好国家を作ることもなく、ただただその自国の経済力のみを頼りにしてきたのであるが、その経済力があだとなり、ローマの憎しみの前には何の力も持つことなく、地球上から消えていった。強力な軍事力をもたないカルタゴは、その巨大な経済力で近隣諸国との友好関係を築いておくべきだった。
　我々も“歴史を学ぶ”のではなく、“歴史に学ぶ”べきであろう。
世界の為に生きよう！
2002年３月２５日、記　　　　カリブ地域NGOプロジェクトアドバイサー　大脇準一郎
昨年秋（2001年8月28日）、日本の将来を愁うる各界・各研究機関の人々と「国家戦略研究合同連絡会議」をコーディネートさせて頂いた。同年12月にはこれに関連する研究所が創設されました。本年１月、㈱日本総研新谷文夫所長のご厚志が契機となて始まった“未来構想戦略フォーラム”ですが、３回目の昨日は最も感動的でした。

“現代の坂本竜馬”こと、世界を股に、世界平和戦略を展開中のＮ氏（元国連職員）が、本会に始めて参加され、次の約束のため当初「午後７時半まで」とおっしゃりながら、午後１１時過ぎまで討議に残られたのは、本会にあふれる日本改革の情熱、“空気“が、日頃、Ｎ氏が探していたもの、胸襟を開いて語れる同志を見出されたからだと思います。　Ｎ氏がアフリカでのＮＧＯ活動の体験を語ってくれましたが、小生も南米で活動した経験から見ても、まったく同感でした。ＮＧＯ活動の醍醐味、自分のお金を出してまでなぜやるのか？　それは、自分の些細な努力でも、「眼を輝かせて喜んでくれる人がいるから」です。人は自分か本当に役立ったら、お金は問題ではないのです。ＩＴと同じくお金はそのための最も効果的な手段の１つに過ぎません。

今、日本の国内にはそうような感動と刺激がなくなっています。以下に紹介する、和歌山の一魚寒村の一世紀も昔の話が、われわれの涙と感動を呼ぶのは、自分が有り余ってやるのではなく、自らの貴重な食料を犠牲にしてまで尽くそうとするその“為に生きる心“愛”故です。

心からの善意（ボランティア精神）が、時代を経て、日本国民の危機を救う結果となったことを歴史が証明してくれました。　ところでこのような話をマスコミは、どうして報道したり、学校で教えたりしないのでしょうか？
明治の富国強兵、戦後の経済復興、これをリードした先人達の憂国心、同胞愛には頭が下がります。ところがこの戦後の経済復興の国家目標を達成した後、日本の上空に、“坂の上の雲”は忽然と消えてしまいました。　指導者達は、嘗ての先人のように国民に示す大義もなく、自らの保身に汲々としています。　国民も自分の生活を心配して臆病になっています。上も下も自分のことを先に考える保身思考の中には、何の志もなく、お金が“万能の神”と信じて暮らす生活の中に真の生きがい、幸福も有りません。日本の問題の本質は、日本だけに眼を向けるのではなく、世界の現状を自分の問題と感じる世界観の確立（自他一体の悟り）ではないでしょうか？　そしてこの国の人的資産、物的富をどう世界の平和と福祉のために使うのか？世界平和のための国家戦略が求められています。糸川英夫先生は、２０年も前に日本人、5000万人民族移動論を遺言されています。国際協力を金で済まそうとの風潮から、やむにやまれぬ心情、志を持って国際貢献すること、海外で汗をかくことが最も大切です。
小生、15年ほど日本を空け、ここ６年間は、主に南米、カリブ地域に出かけていましたが、諸般の事情から、昨年2月（2001年）ブラジルから帰国以来、ブラジル大統領から頂いた特例永住権も放棄し、本格的に日本に足場を作ろうと頑張っています。それは自分1人が特攻隊員となって南国に骨を埋めることよりも、多くの日本人が世界に出かけ、世界に奉仕できる人材の流れ、教育システムを作ることの方がより大義と痛感したからです。
これは教育の問題であり、小生としては大学を改革することが、早道と思っていますが、先日、ご参加下さったＩ先生のように経営改革からなのかもしれません。あるいは、コストの掛かりすぎる保険業界のトップの地位を投げ捨てて、良心的発露から保険革命を推進されるＮ社長のような金融・経済革命が近道なのかもしれません。心理学の多胡先生の『日本創新』の本を読ませて戴いている途上ですが、先生の憂国のお気持ち、共感する所が多いです。

四季の変化の妙味、桜の満開を井の頭で見ながら、このような立派な大義に生きる人々と１人また１人とお知り会いになれて、日本も捨てたものでは無いと痛感するこの頃です。下記のような良い話があれば是非、善の伝播をしたいものです。皆様からの刺激的、感動的な証を期待しています。　　以上
--------------------------------------------
エルトゥールル号の遭難

～１１５年の時を越えて・生命の光から～

和歌山県の南端に大島がある。その島の東には灯台がある。石造りでは日本でいちばん古い。明治三年（１８７０年）にできた樫野崎灯台。今も断崖の上に立っている。

　びゅわーんびゅわーん、猛烈な風が灯台を打つ。どどどーんどどどーん、波が激しく断崖を打つ。台風が大島を襲った。明治二十三年九月十六日の夜であった。午後九時ごろ、どどかーんと、風と波をつんざいて、真っ暗な海のほうから音がした。灯台守（逓信技手）は、はっきりとその爆発音を聞いた。「何か大変なことが起こらなければいいが」灯台守は胸騒ぎした。しかし、風と、岩に打ちつける波の音以外は、もう、何も聞こえなかった。

このとき、台風で進退の自由を失った木造軍艦が、灯台のほうに押し流されてきた。全長七十六メートルもある船。しかし、まるで板切れのように、風と波の力でどんどん近づいてくる。あぶない！　灯台のある断崖の下は「魔の船甲羅」と呼ばれていて、海面には、岩がにょきにょき出ている。
　ぐぅぐぅわーん、ばりばり、ばりばりばり。船は真っ二つに裂けた。その瞬間、エンジンに海水が入り、大爆発が起きた。この爆発音を灯台守が聞いたのだった。乗組員は海に放り出され、波にさらわれた。またある者は自ら脱出した。　真っ暗な荒れ狂う海。どうすることもできない。波に運ばれるままだった。そして、岩にたたきつけられた。一人の水兵が海に放り出された。大波にさらわれて、岩にぶつかった。意識を失い、岩場に打ち上げられた。

「息子よ、起きなさい」懐かしい母が耳元で囁いているようだった。「お母さん」という自分の声で意識がもどった。真っ暗な中で、灯台の光が見えた。「あそこに行けば、人がいるに違いない」そう思うと、急に力が湧いてきた。四十メートルほどの崖をよじ登り、ようやく灯台にたどり着いたのだった。灯台守はこの人を見て驚いた。服がもぎ取られ、ほとんど裸同然であった。顔から血が流れ、全身は傷だらけ、ところどころ真っ黒にはれあがっていた。灯台守は、この人が海で遭難したことはすぐわかった。
「この台風の中、岩にぶち当たって、よく助かったものだ」と感嘆した。「あなたのお国はどこですか」「・・・・・・」言葉が通じなかった。それで「万国信号音」を見せて、初めてこの人はトルコ人であること、船はトルコ軍艦であることを知った。また、身振りで、多くの乗組員が海に投げ出されたことがわかった。

「この乗組員たちを救うには人手が要る」傷ついた水兵に応急手当てをしながら、灯台守はそう考えた。「樫野の人たちに知らせよう」
灯台からいちばん近い、樫野の村に向かって駆けだした。電灯もない真っ暗な夜道。人が一人やっと通れる道。灯台守は樫野の人たちに急を告げた。灯台にもどると、十人ほどのトルコ人がいた。全員傷だらけであった。助けを求めて、みんな崖をよじ登ってきたのだった。この当時、樫野には五十軒ばかりの家があった。船が遭難したとの知らせを聞いた男たちは、総出で岩場の海岸に下りた。だんだん空が白んでくると、海面にはおびただしい船の破片と遺体が見えた。目をそむけたくなる光景であった。
村の男達は泣いた。遠い外国から来て、日本で死んでいく。男たちは胸が張り裂けそうになった。「一人でも多く救ってあげたい」しかし、大多数は動かなかった。一人の男が叫ぶ。「息があるぞ！」だが触ってみると、ほとんど体温を感じない。村の男達は、自分たちも裸になって、乗組員を抱き起こした。自分の体温で彼らを温めはじめた。

「死ぬな！」「元気を出せ！」「生きるんだ！」村の男たちは、我を忘れて温めていた。次々に乗組員の意識がもどった。船に乗っていた人は六百人余り。そして、助かった人は六十九名。この船の名はエルトゥールル号である。
助かった人々は、樫野の小さいお寺と小学校に収容された。当時は電気、水道、ガス、電話などはもちろんなかった。井戸もなく、水は雨水を利用した。サツマイモやみかんがとれた。漁をしてとれた魚を、対岸の町、串本で売ってお米に換える貧しい生活だ。ただ各家庭では、にわとりを飼っていて、非常食として備えていた。このような村落に、六十九名もの外国人が収容されたのだ。島の人たちは、生まれて初めて見る外国人を、どんなことをしても、助けてあげたかった。だが、どんどん蓄えが無くなっていく。ついに食料が尽きた。台風で漁ができなかったからである。「もう食べさせてあげるものがない」「どうしよう！」一人の婦人が言う。「にわとりが残っている」「でも、これを食べてしまったら・・・・・」「お天とうさまが、守ってくださるよ」女たちはそう語りながら、最後に残ったにわとりを料理して、トルコの人に食べさせた。こうして、トルコの人たちは、一命を取り留めたのであった。また、大島の人たちは、遺体を引き上げて、丁重に葬った。
このエルトゥールル号の遭難の報は、和歌山県知事に伝えられ、そして明治天皇に言上された。明治天皇は、直ちに医者、看護婦の派遣をなされた。さらに礼を尽くし、生存者全員を軍艦「比叡」「金剛」に乗せて、トルコに送還なされた。このことは、日本じゅうに大きな衝撃を与えた。日本全国から弔慰金が寄せられ、トルコの遭難者家族に届けられた。
次のような後日物語がある。イラン・イラク戦争の最中、1985年3月17日の出来事である。イラクのサダム・フセインが、「今から四十八時間後に、イランの上空を飛ぶすべての飛行機を撃ち落とす」と、無茶苦茶なことを世界に向けて発信した。

日本からは企業の人たちやその家族が、イランに住んでいた。その日本人たちは、あわててテヘラン空港に向かった。しかし、どの飛行機も満席で乗ることができなかった。世界各国は自国の救援機を出して、救出していた。日本政府は素早い決定ができなかった。空港にいた日本人はパニック状態になっていた。
そこに、二機の飛行機が到着した。トルコ航空の飛行機であった。日本人二百十五名全員を乗せて、成田に向けて飛び立った。タイムリミットの一時間十五分前であった。なぜ、トルコ航空機が来てくれたのか、日本政府もマスコミも知らなかった。前・駐日トルコ大使、ネジアティ・ウトカン氏は次のように語られた。「エルトゥールル号の事故に際し、大島の人たちや日本人がなしてくださった　献身的な救助活動を、今もトルコの人たちは忘れていません。私も小学生のころ、歴史教科書で学びました。トルコでは、子どもたちさえ、エルトゥールル号のことを知っています。今の日本人が知らないだけです。それで、テヘランで困っている日本人を助けようと、トルコ航空機が飛んだのです。」
文・のぶひろとしもり絵・ばばのりこ テレコムあいち♪♪
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